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＜連絡事項＞

· 本日、陶芸用ろくろ搬入済み。

· 来週より青陽館内鍵（DC・DNC・NCの各リーダー所有用）を使用する予定。保管場所は管理室。

· 本日、プログラムテキストの作成しめ切り。作成終了後、中居JGMへ報告メールをすること。

· 本日、月報作成。

· 東北メディカル学院よりOT実習生（大橋　乾作さん）が、見学している。

· ８月分の経過連絡を、9/7（金）までに作成すること。作成終了後は下舘SGM・中居JGMへ報告メールすること。

· 9/3（月）15時半より、委員会出席の為、小笠原が業務より抜ける。

· 青仁会ふれあい秋祭りにて使用予定の借用物品確認リストがきている。（物品の有無については、小笠原が確認。）

※貸与時には、通所の物品であることがわかるよう、印をつけること。

· 9/3（月）、防災訓練のビデオを青山荘・青風荘ともに、青陽館で鑑賞することとなる。

＜外来情報＞

· 横町　浩　様～「頭がボーッとする」「おえっとなることがある」と話される。明日、姪の結婚式　　

があるとのこと。現在、内科受診しており、血圧の薬を服用してから落ち着いてきたと話す。

· 伊藤　雄一様～デイケアについて余裕が出て来た発言が聞かれる。あすなろ交流会について、青山

荘でやることは決まっていないという。

· 関　秀治　様～青明者職員より、「仕事のスピードを上げようか」と言われたことで、本人は「1

日、仕事が増える。」と考えている様子。主治医より、自分のペースで進めること、ゆとりをもった利用日設定にすることと話がある。

· 田名部一樹様～便通よく、精神症状も特に悪くないという。

· 大久保律子様～夫様が来院し「生理痛の為、本日のデイケアは欠席している」と話している。

· 久保　興介様～現在、デイケア利用時の夕方頃に精神症状の出現あり、頓服（ユーパン0.5　2T）

服用している。本人より昼も頓服服用したいと希望あり。ユーパン0.5　2T⇒4T処方増量となる。

· 清川　厚子様～頭痛を理由に受診。デイケア通所に関して「悪口を言われている気がして行きたく

ない」と話す。職員が同行受診している際には、本人同席のもと、経過を主治医へ報告し、デイケア出欠について決める事となる。

· 関口　禅　様～9/2～30まで、試験外泊するとのこと。10月に青山荘を退所すると話している。

＜利用者様情報＞

· 井畑　光湖様～来所時より不調（腹痛）の訴えあり。「ご飯を食べたくない」と話されるが、昼食

は普通盛りで、全量摂取されている。

· 関　秀治　様～主治医よりナイトケアの利用回数について、週４回を勧められたが、本人は週５回

の利用を希望している。来週月曜日より、ナイトケア正式利用開始予定としていたが、利用曜日・回数等について、主治医・本人と調整をすることとなる。

· 佐藤　朗子様～昨日は腰痛、本日は熱っぽさを理由にデイケア欠席されている。仕事は行っている

とのこと。次週は来所できるよう促している。

· 森田　清助様～昨日、来所後より仕事による疲れを多く訴える。また、「高望みしたかなぁ」など、

仕事に対し消極的な発言も聞かれるが、表情は穏やか。一昨日、兄様がアパートへ来た際に就労の必要性の確認や、本人の体調を心配していたという。昨日は朝から不調（眩暈）があり、通勤途中で目の前が真っ白になった為道路に座り込んだと話しており、本人も体調を崩す事に不安を感じている様子。

⇒今後もナイトケア利用時に、本人の様子を観察していく事とする。

· 北村　奈美様～確認事項を紙に記入し、時間を設定した上での振り返りを希望されている。運動プ

ログラムについては親から手紙にて「痩せやすい体質の為、過度な運動は控えてさせてほしい」と希望ある。9/14までは家庭の事情により、午前や午後のみの利用となり、9/21以降から一日の利用となるという。以前は遅くまで寝ていることが多かったが、現在は通所日であることを意識すると、目覚まし時計を利用しなくても6時半頃に起床出来ているとのこと。

＜来月のカンファレンス予定について検討＞

· 外来業務改善～毎週月曜日行なっているが、回数が多すぎる。

⇒９月より隔週（1・3週）にする。

· 対応困難事例～毎週月曜日行なっているが、回数が多すぎて事例が挙がらないことがある。　　　　

⇒９月より実施回数を検討する。










